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manaba course 2.976 
バージョンアップ

• 画像はイメージです。実際の画面やマニュアルとは異なる場合がございます。

• バージョンアップ項目によっては既にリリースされている環境もございます。
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<教員・学生>
LTI Advantage対応(1)

◆概要
LTIとして登録されたツールをLTIテストでの出題時・エディタへの埋め込み時、以下の3種の規格に対応します。

• Deep Linking…manaba側でLTIテスト作成・ツール添付を行う際に、LTIツール内の教材や課題等に直接ア
クセスして連携設定できるようにする

• AGS※（成績連携）…ツール側の点数などの成績を、manaba側に登録・上書き可能にする
※Assignment and Grade Services

• NRPS※（コースメンバー連携）…コースメンバーの氏名やロールを含む情報をツール側で確認できるようにする
※Names and Role Provisioning Services

システム管理者画面のツール登録・編集◆事前設定
上記の通り、LTI Advantage は3種類の規格から構
成されますが、これらの実装有無はLTIツールによっ
て異なります。
そのため、システム管理者は、登録するツールの仕様
を踏まえて、LTIツール管理画面で設定を行う必要が
あります。

管理者が「利用する設定」にした場合、もしくは「教員
に利用有無を選択させる設定」にすることで、
コース側で 各種LTI Advantage の機能が利用可能
となります。

AGS

Deep Linking

NRPS

新規機能
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<教員・学生>
LTI Advantage対応(2)

◆Deep Linking 

LTIツールを選択後に「詳細選択」（※1）をクリ
ックすると、LTIツール側の設定画面を表示で
きます。
・必要な情報を入力すると、manaba側の課題
に反映することができます。(※2）
・特定のページをLTIテスト回答画面もしくは
エディタでのツール埋込時に表示することもで
きます。

※1
ツール側が Deep Linking 規格に対応して
おり、かつ、システム管理者がツール登録時に
「Deep Linkingを使用する」設定を行った場
合に限り利用できます。

※2
「タイトル」や「課題に関する説明」の他に、詳細
選択パネル内の設定内容に応じたカスタムパ
ラメータも自動的に入力されます。
これまではツールの細かい設定を行う場合は
カスタムパラメータを手動で入力する必要があ
りましたが、より直感的な操作で入力が可能と
なります。

LTIテスト作成画面

LTIツール埋め込みパネル

LTIテスト同様にツール側の
設定パネルを表示して、リス
トから任意の動画を選んで埋
め込むことなど可能。

詳細選択パネル（表示例）

新規機能

※1

※2
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<教員・学生>
LTI Advantage対応(3)

◆NRPS(コースメンバー連携)
コースメンバーのアクションを待たずに、予めツール
側にコースメンバーリストを表示することが可能です。
(※1)

例えばNRPSまで対応済みのツールであれば、LTIテ
スト管理画面を開いたとき、コースメンバーのうち
「履修生一覧（未提出者も含む）」を表示することがで
きます。

また、ツールによっては学生ユーザ間でもツール側で
メンバーリストが表示される場合がございます。

※1
ツール側がNRPS規格に対応しており、かつ、システ
ム管理者がツール登録時にコースメンバー情報を送
る設定をしている場合に限り、ツール側が「ユーザ名」
「ロール」を取得することができます。

新規機能

氏名 提出状況 時刻

学生1 提出済み 2024/08/01 12:30

学生2 未提出

学生3 提出済み 2024/08/02 20:10

氏名 提出状況 時刻

学生1 提出済み 2024/08/01 12:30

学生3 提出済み 2024/08/02 20:10

NRPS対応済みLTI1.3ツール画面例

NRPS未対応のLTI1.3ツールの画面例

コースメンバーが連携されているため、未提出の
ユーザも予めLTIツール側に表示されます。
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<教員・学生>
LTI Advantage対応(4)

◆ AGS(成績連携) 
LTIテスト作成／編集時にツール側で実施した
評価を、manabaの採点シートに反映する設
定が可能になります。（※)

選択すると、
・ツール側で登録された成績や評価を
manaba側に成績として登録できます。

・また、ツール側から提出状況を連携すること
が出来る場合、manaba側のLTIテストの提出
状況を更新することができます。
（ツールの仕様により、 manaba側 で成績と
して登録した値が、ツール側で取得・登録され
るケースもございます）

※
ツール側が AGS規格に対応しており、かつ、
システム管理者がツール登録時にAGSを利用
する設定にしている場合に限り利用できます。

氏名 成績 時間

学生1 30 40

学生2 20 50

学生3 25 30

氏名 合計点 評価 講評

学生1 30

学生2 20

学生3 25

LTIツールでの結果 manabaの成績

LTIテスト作成画面

新規機能
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<教員・学生>
LTI1.3 埋め込みタイプに「リンク」を追加

◆概要
添付（旧：埋め込み）表示のツールについて、教員は
「埋め込み」に加えて「リンク」形式での表示を選択
できるようにします。

「リンク」としてLTIツールを添付したページでは、リ
ンク付きのタイトルが表示され、教員および学生が
タイトルをクリックすると別ウィンドウでツールが開
きます。

埋め込みの場合と同様に、manaba とＬＴＩとツー
ル間でのシームレスな認証連携を利用しつつ、広い
画面でのツール利用が可能となります。

添付方法-埋め込みの場合 添付方法-リンクの場合

LTIツール添付画面

新規機能

名称を「添付」に変更

※ツールの表示方法は、管理者の「LTIツール管理画面」から確
認可能
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<教員>
小テストの問題一括作成機能(1)

◆概要
小テストの出題画面に、新たなメニュー「問題一括作成(Excel/CSV/ZIP)」が追加されます。
Excel/CSVを指定のフォーマットで記述し、アップロードすることで、問題を一括で作成することができるようになります。
本機能は、手動採点小テスト、自動採点小テスト、ドリル用問題に対応しています。

オプション機能
を全環境に適用

変更点が
あります

#タイトル ＃課題に関する説明 ＃受付開始日時 ＃受付終了日時 ＃問題形式

第1回確認テスト 講義復習用のテストです。 2024-07-10 

12:00

2024-07-17 12:00 truefalse

②仕様に沿ってフォーマットに入力 ※以下はイメージです

③フォーマットをアップロード

①問題作成用
フォーマットを取得

④問題の追加が完了
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<教員>
小テストの問題一括作成機能(２)

◆既に「問題一括作成 」オプションをご利用中だったお客様へのご案内

これまで指定ができなかった以下の項目についても、問題一括作成用Excelシートで指定可能になります。

1. アップロード問題の作成
2. 単一選択・複数選択・並び替え問題での選択肢の「縦並び・横並び」の指定 ※従来は「縦並び」のみ
3. 設問後の改ページ追加

フォーマットの記入方法は、バージョンアップ後に教員用マニュアルや、問題作成用Excelシート内でご確認いただけます。

オプション機能
を全環境に適用

変更点が
あります
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<教員>
小テスト・アンケートのアップロードファイル一括回収

◆概要
小テスト・アンケート機能で出題できるアップロード問
題について、提出されたファイルを以下の2種類の方
法で一括回収できるようになります。

アップロード問題があるときに限り、一括回収のため
の［採点シートと提出ファイル］ボタンが表示されます。

ファイルアップロード問題がない場合はこれまでと同
様採点シートのみとします。

プルダウンで選択した回収方法でファイルをダウンロ
ードすることが可能です。

【1】ユーザ毎にまとめる ※デフォルト
・フォルダ構造：ダウンロードしたzipのフォルダの下にユーザ毎のフォルダ(フォルダ名：{学籍番号}@{ユーザ ID})が作成さ

れ、その中に学生が提出したファイルをまとめます。
・回収するファイル名：{問題番号}@{元のファイル名}

【2】ファイルを一つのフォルダにまとめる
・フォルダ構造：ダウンロードしたzipのフォルダ1つに採点シートと提出ファイルをまとめます。
・回収するファイル名：{問題番号}@{学籍番号}@{ユーザID}@{元のファイル名}

成績管理(エクセルで確認・採点)画面

新規機能
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＜その他の変更・不具合修正 ＞

◆ システム管理者向け
◆ 登録時のエラー条件修正

◆ コース・ユーザ・履修の情報の一部において、マニュアル等に記載の入力条件のうち、最大長(byte
数上限)を超えるデータが指定された場合に、警告を表示することなく、最大長を超えた部分を切り
捨てて登録してしまう問題を確認しました。

これに対処するため、今後は以下の項目で規定の最大長を超えるデータを指定した場合にはエラー
として扱い、エラーの項目以外も含めたデータ全体が登録できないようにします。

◆ コース情報 / コースコード : 最大64byte
◆ コース情報 / ソートコード : 最大64byte
◆ ユーザ情報 / スクリーンネーム (JP) : 最大255byte
◆ ユーザ情報 / スクリーンネーム (EN) : 最大255byte
◆ ユーザ情報 / 氏名 : 最大255byte
◆ ユーザ情報 / 氏名 (英語) : 最大255byte
◆ ユーザ情報 / 学年 : 最大32byte
◆ 履修情報 / ソートコード : 最大255byte

◆ 教務システムからのデータ連携を実施中の場合、manaba の入力条件にあわせたデータを作成い
ただいているため、基本的に影響はないと考えられますが、バージョンアップリリースの翌日の夜間
／早朝連携については普段と異なるエラーがないかをご確認ください。

◆ その他修正
◆ 画面表記等の細かな文言修正

◆ manaba 基本マニュアルの一部修正・追記

◆ manaba オプションマニュアルの一部修正・追記
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